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鉗脚の不動化により，反対側 cu鉗脚が Cr化し，両 Cr型が生ずることから，通常は正常に機能する Crの
































対側 cu鉗脚が Cr化し，両 Cr型が生ずることから，正常に機能する Crが，反対側 cu鉗脚の Cr化を抑制して
いること，Crから cuへの変化は，Crの自切による再生が必須であることを提唱した。 
本論文は、甲殻類の鉗脚の形態と機能分化についての理解を大きく進展させるものであり、博士論文に相応
しいと認められた。また、発表および質疑応答の状況からも、申請者は博士の学位に値するものと判断された。 
 
